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距離の克服
（その2）

・商業的農業地帯の成立は，穀物と
畜産物の巨大な輸送需要を生む。
・このうち，穀物輸送の大動脈は今も
Mississippi川。

穀物輸送とMississippi

Mississippi川。
・中西部穀物の半分が，Mississippi
専用規格の長大な平底船（Barge）
で運ばれる。

※陸上輸送は，川までの短距離輸送
の役割 … 鉄道4割，トラック1割 Wisconsin南西端付近（1999.8）

・58×10m，1500t規格
のBargeを3×5＝15個
並べて，tow boatで押し
て運行。

・鉄道と川の結節点に，穀物
の貯蔵出荷設備を持つ貯蔵
塔（grain elevator）が立地

・そこから海の港に運ばれ，
各地に移・輸出される。

Sacramento近郊のgrain elevator
高さ20mくらい。 （2001.8）

Seattle 港の
grain elevator
（2001.8）

市場都市の成立 ・Cincinnati … 西部開拓初期の穀物や家畜の取引きの中心。鉄道
の西進につれて，下記の諸都市に中西部の中心都市の地位を譲る。

・Chicago … 鉄道延伸とともに中心市場の座を獲得。その穀物取引
所は，全米のトウモロコシ価格を決定。肉牛と豚の巨大市場も立地。

・中西部の開拓は輸送路に沿っ
て西へ進む。輸送拠点には町場
が開け，輸送の便の良い場所には
取引市場が立地し，都市に成長。

1900年頃には現在の市場圏が成立
1913〜17年
の取引額1900年頃には現在の市場圏が成立 の取引額

磯田（2001）

穀物メジャー

・農家と出荷経路の支配によって巨大企業化したのが「穀物メジャー」。
・穀物だけでなく，食肉，加工，種子開発も一体支配する総合バイオ企業へ

・集出荷施設を，穀物会社や農協が建設・所有
し，契約農家から集荷するシステムが成立。
※日本の商社や全農の所有も多い。

◇Cargill
・1865，Iowa州で穀物商を始め，穀物倉庫を建設
して規模拡大。1906，Minnesotaへ進出。
・大企業化の経過 … 集出荷施設を建設⇒輸送
機関を支配⇒政府食糧援助を掌握
・戦後，Quebecに輸出用エレベータを建設し，五大
湖水路で穀物を集荷して欧州市場へ進出。帰り
荷用にラブラドルの鉱山や炭鉱に投資して開発を

◇Continental Grain
・創業者はユダヤ系。1870年代の欧州戦乱時に
,穀物の国際取引きで蓄財。
・第一次大戦時，ドイツ軍に追われてイギリスか
らアメリカへ。
・冷戦下の1960年代，極秘にソ連との穀物取引
を実現して大儲け。CIAに勝るソ連情報を蓄積。

荷用にラブラドルの鉱山や炭鉱に投資して開発を
促す。
・飼料,精肉などの広範な食品分野に進出。バイ
オ技術による種子開発にも着手。
・今も株式非公開の個人企業。
・Minneapolis郊外の森の中に要塞のような本社
を構え，世界の農産物情報を集積。

石川博友（1981）『穀物メジャー』岩波新書

◇Bunge
・創業者はユダヤ系。オランダ領アンチルのゴム
と香料を欧州市場に運んで蓄財。
・南米情報に強く，アルゼンチン･パンパの開発
に投資して，これを支配。多角化が著しい。
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磯田宏（2001）『アメリカのアグリビジネス』日本経済評論社※1997年末時
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穀物関連主要アグリフードビジネスの展開類型（1980・90年代）

◎：新参入， ○：増強， □：維持， △：縮小， ×：撤退， ☆：joint venture

磯田宏（2001）による。


